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みなさんがカフェですることは何ですか？

みなさんはカフェで何をするのが一番好きですか？

改めていう必要がないぐらい、台湾ではどこへ行ってもカフェがあり、今もどんどん増えていっています。これは、世界最大のカフェチェーンであるスターバックスが台湾に進出し、台湾産まれのカフェ、85度Ｃの発展、更にセブンイレブン、ファミリーマート、Hi-LifeやOk Mart等のコンビニエンスストアもこのカフェ事業に参入、独自のスタイルを打ち出している小規模のカフェや個人経営のカフェも多数あり、学生も若者もビジネスマンも、あちらこちらでコーヒーを手にしている人が見られるぐらいカフェ・コーヒーが生活に浸透しています。

さっそくカフェに入って、中の人たちが何をしているのか見てみましょう。

第一位：コーヒーを飲みながらおしゃべり！

カフェがあちこちにオープンしている理由と言えば、やはり友人と会う時の選択肢として一番に挙がるのがカフェだからでしょう。今ちょうど公開中の【閨蜜 GIRLS】の中でも女性陣がカフェでおしゃべりしているシーンがあります。これは、いわゆる「コーヒーを飲みながらおしゃべり」というのがただの一般的なカフェに対する固定観念じゃないというのを表しているとも言えますね。

第二位：アフタヌーンティーを楽しむ

カフェと言えば、やっぱり甘い物を思い浮かべますよね。スイーツが人気を集める店というのもたくさんあります。スタンダードなケーキ、パンケーキ、マカロンなどのは独自のスイーツではなく海外から台湾に上陸してきたものですが、ここ数年台北市で多くの人を虜にしているのが「ハニートースト」です。多くの店が、その店オリジナルのハニートーストを販売し、人気を集めています。整理券を取り、並ばないと入店できない人気店もあります。

第三位：二人で一杯のコーヒーを飲む

一人当たりの最低消費金額が設定されている独立系カフェは少なくないです。しかし、どうしてチェーン店には敵わないのでしょうか。それは、ラブラブのカップルはスターバックスで一杯のカフェを二人で少しずつ飲むのが好きだからです。更に自分たちの世界へ入り、甘い言葉をささやきあったりもしています。カフェでそのような二人に白い目を向ける独り身の人もたくさんいるでしょう。

第四位：時間潰し

カフェで時間をつぶす人はたくさんいると思います。例えば予定と予定の間の空き時間や、外で急に雨が降り始めてきたときなどは、カフェは心強い味方ですね。時にはカフェでのんびりと過ごすのも人生の小さな幸せではないでしょうか。

第五位：勉強

ファストフードの店でもカフェでも、テストの期間になるとたくさんの学生の姿が見られます。何時間もカフェで過ごし、勉強で疲れたらそのまま机の上で寝てしまう学生もいます。その学生の大変さも理解できますけど、席を探すのも難しい週末や休みの日なら「勉強なら図書館のほうが適しているのでは？」と聞きたくなってしまいます。

第六位：クーラー代の節約

ランキングは六位ですけど、カフェへ行くほとんどの人の頭の中にあることが、クーラーの効いてる涼しい店内で何時間でもゆっくりできる、ということでしょう。特に電気代が値上がりしてからは、夏は飲み物一杯のお金を払い、更に上着を着てでも、カフェに潜伏するほうを選ぶ人も多いと思います。

第七位：無料Wi-Fi

カフェでの最初の一言が「Wi-Fiのパスワードは何ですか？」という人も少なくないと思います。コンセントがあるかどうかは店によって違いますが、独立系カフェには無料のWi-Fiが使えますね。これが独立系カフェが大型チェーンを打ち破る主な原因の一つです。ちょっと計算してみてください。クーラーが効いていて、無料Wi-Fiとコンセントもある。電気代とネット代を払ってまで家にいる理由がなさそうですね。

第八位：ビジネス

まさかカフェは中流階級の人たちだけが利用する場所だとは思っていないですよね。カフェにいれば、隣に不動産や保険関係などのセールスの人が今まさに営業をしている場面に出くわすこともあります。平日の夜でも、週末や休みの日の退勤後の時間でも、生活のために仕事に励んでる臺灣人をたくさん見かけます。

第九位：待つ

面白いのは、カフェでは誰かを待っている人が多いことです。友達同士の集まり、カップルのデート、ビジネスのミーティングなど、よく観察してみると、カフェで人を待ってる時間は、時にはその集まりやデートやミーティングの時間よりも長いこともあります。いろいろな人が利用し、いろいろなことが発生するカフェ。映画のシーンに度々カフェが登場するのも頷けますね。

第十位：トイレ

これは主に大型チェーン店でのことですね。ファストフードの店やコンビニと同じような感じです。カフェに入った後、カウンターを通り越してそのままトイレへ直行した経験がある人は少なくないと思います。そして、トイレの使用後、またカウンターを通過し店を出ます。心の中で「いや、今回はたまたまトイレを使わせてもらっただけですけど、いつもはちゃんとお客として利用させてもらっていますよ。だからそんな目で見ないでください」なんて、誰も見ていないのに、自分に言い聞かせて一人恥ずかしい思いをしたことがある人もたくさんいるでしょう。

